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 要  旨 
[背景と目的] 
日本語において過去時制は基本的に助動詞の「た」が用いられるが，その使われ方は時制にとどまらず，多様
である．例えば，「私がもし鳥だったら，空を飛べるのに」のような表現は，助動詞「た」を用いるが，時制（過
去）としての用法ではなく，「ありえない想定」をあらわしている． 助動詞「た」の意味・用法における多様性
は，コミュニケーションを豊かにしている．一方で，こうした意味の多様性は，意味の複雑性やあいまいさをも
たらし，言語運用を難しくしていき，助動詞「た」は，翻訳や日本語教育の難しさの一因となっている． 
このように，助動詞「た」における多様な意味・用法の動態は様々な要因の影響を受けていると考えられる．
そこで，本研究では，助動詞「た」を用いたタ形表現を対象とする定量的な分析を通して，流通実態を明らかに
し，規範意識の変化と関連させつつ検討することを目的とする． 
 
[方法] 
近代から今日に至る助動詞「た」の使用変化について定量的な調査分析を行い，流通実態と相互に作用すると
考えられる，規範意識の変化について調査を行った．まず，近現代の流通テキスト（文芸作品，新聞，国会会議
録，ウェブテキスト）を対象に，助動詞「た」と，それ以外の過去をあらわす助動詞の使用状況を通時的に調べ
た．さらに，近代以降の英文典や国文典，学術雑誌を対象として，助動詞「た」における時制や仮定法の記述変
化の調査を行い，助動詞「た」についての定量的変化と定性的変化の全体的な比較，考察を行った．  
 
 [結果と考察] 
近代以降，文芸作品において，時系列的に助動詞「た」の使用頻度が増加し，それ以外の過去をあらわす助動
詞の使用が減少していた．こうした「た」を含む過去をあらわす助動詞の変化は，西洋の言語思想の流入によっ
て時制記述の整備が行われたことや，言文一致の影響を受けたことにより，規範意識が変化した．過去をあらわ
す助動詞の減少傾向は，国会会議においても 1970年代まで確認することができ，流通実態の変化は長期に渡って
徐々に進行したことがわかった． 
文語の時の助動詞がほぼ用いられなくなり，書き言葉においても助動詞「た」が一般化した今日においても，
新聞テキストや国会会議においてタ形表現の使用頻度は全体的に増加を続けている．こうした変化は，時制を忠
実に伝えるという意識や，文章表現の定型化を反映していると考える．また，英語の仮定法教育における説明も，
タ形使用の広がりに影響を与えたと考えられる．さらに，｢~させていただく｣という言葉に象徴される近年の日本
語の丁寧化は，ムードとして用いられるタ形表現の使用変動に影響したと推測される．以上のように，タ形表現
の使用変化には様々な背景が影響しており，詳細な書き手属性やテキスト属性を考慮した調査・分析は検討課題
である． 
